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一一、続．一五三五年の具体的指令（１）
すでに承たように、八八六個条の調査命令書ｖ（目百の、①シ三，一ｍの
。、向日昌昌）および八一一五指令ｖ（弓百の山田ロ旨。＆・ロ⑪）は、修
道院生活を堪えられないものとし、修道院抑圧への場を準備する
ために予め画策されたものであった。そのことについては、ある
点においての四の名の【説とほとんど異ならないものであるという
（２）
ことが確認されるのであるが、しかしこの二つの史料に関しては
法
政
史
学
第
二
十
八
号
目
次
は
じ
め
に
一、値踏み調査委員
二、一五三五年の具体的指令（以上前号掲救）
続
・
一
五
三
五
年
の
具
体
的
指
令
三、視察者とその性格（以上本号掲載）
四
、
視
察
状
況
ｌ
視
察
者
の
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
宛
書
簡
を
中
心
に
Ｉ
五
、
報
告
書
の
内
容
お
わ
り
に
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
「
小
」
修
道
院
解
散
に
つ
い
て
’
’
五
一
一
一
五
年
の
視
察
調
査
を
中
心
に
Ｉ
さまざまなセンスで解釈されているゆえに、われわれはもっと綿
密
に
な
る
べ
く
各
条
項
に
当
た
っ
て
検
討
を
加
え
、
再
吟
味
し
て
ふ
る
必
要
があると思われる。そこで、以下、主に宍ロ○三一＄説の概略を紀
（３）
介
し
、
本
節
の
補
足
と
し
た
い
。
㈹
八
八
六
個
条
の
調
査
命
令
書
ｖ
【ｎｏ量の叩によれば、訊問事項が女子だけに適用できる部分
と、修道士（三・鳥叩）と同様に聖堂参事会員（丙の、ロ一四『Ｏ目・ロの）
にも同じく容易に適用できる用語を用いているという、いわば
オ
ム
ニ
バ
ス
「乗合馬車」であるという点を除いては、数世紀以来、教区長
（。ａご目のの）たちによって用いられて来たしのとまずほとんど
異ならない訊問書である。というのは、院長および院長の管理を
扱っている多くの部分を含んでおり、宗教生活の諸義務全般に及
んでいて、そこには性的落ち度に関する何らの強調もなく、実
際に雇用された調査委員らのやり方を激励した形跡もまたないの
である。それは、｜主教（因害。ご）の手中にあった文書と同一の
（４）
効果のあるものであるということが立証される。
工
藤
長
昭
(二）
九○
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②
八
二
五
指
令
ｖ
八二五指令ｖが通俗的ないわば「ニュー・ルック」を有してい
（５）
たことはすでに述べた。しかし、それが十六世紀のイングランド
社会との関連においてとらえられるとき、解釈上の微妙な相違が
ふられるのである。順を追ってゑていくと、
（６）
指令〔一〕は、最近応じた継承法（シｇｏ（の匡月のの唾一口）と首長
（７）
（８）
今（国王至上法”シ、［・【の巨己『の曰四Ｑ）の一一宣誓を修道院長と共川
体に想起させ、確認させたものにすぎない。
〔二〕は、修道者らのあるべき位置を十分明瞭に知らせたもの
であるが、しかしそれは、修道者らがすでに甘受していた宣誓の
論理的帰結でしかなかった。
〔四〕は、一般戒律（の①ロの日一Ｆ四三）として、それが現在でも
そうであるように、常に全修道会内における伝統的なものとなっ
ている。けれどもこれは、本質的に二つの意味で両義にとれるの
である。すなわちその一つは、
①あらゆる事情のもとにすべてのものを拘束する取締り。
②単に、不可欠のもの（Ｚの、の⑩⑪ご）・慣例（○厘の８日）であっ
て、特免によって認可される例外を許す一般的な原則。
またさらにもう一つは、
①修道士（三・二）という一一一一口葉は、管理すべき財産（国白［巾の）
を所有し、合法的に任命された修道院の管理役員（○房ｓの三‐
（９）
四コのの）を含承、大修道院長（シウワ・［）自身をも含む。
②修道士という言葉は、修道院の「歩廊の修道士たち」
（目・ロ丙、。、Ｓｍ、一・一叩［の『】）および公私の業務（○国、三三・「天）
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
「
小
」
修
道
院
解
散
に
つ
い
て
（
工
藤
）
に従事していなかった際の者たちに対する一般的な原則を単に
表明したもの。
も
し
、
後
者
②
の
意
味
に
と
れ
ば
、
そ
れ
は
伝
統
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
たもし、前者①の意味だとすれば、それは管理上の危機を生じさ
せただけでなく、実際上、修道院から自治を奪ったであろう。も
し、高位にある上位者が特免の付与者としてすべての点で大修道
院
長
の
立
場
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
あ
る
事
情
の
も
とに、大修道院長が修道士たちか自分自身かに境内を出る許可を
与えることができなかった修道院は、実際問題として、全く運転
ぶⅢ）
不能なものとなっていたに相違ない。
こ
れ
に
つ
い
て
【
富
・
舅
は
、
一
三
‐
グ
ー
王
朝
の
修
道
院
ｌ
も
し
く
は
中
世
の
最
も
厳
格
な
規
律
の
修
道
院
で
す
ら
も
Ｉ
と
完
全
に
密
閉
さ
れた女子修道院との双方のあいだの類似は、合理的に引き出され
符ないとし、「それゆえに、この指令の立案者が革命的な刷新の
意向をもちあわせていなかったということは、推定的に言えば、
ありそうに思われる。彼がそう意図していたならば、修道士とい
●
●
●
●
●
●
●
●
●
う語の》肌に大修道院長ないしマスターを挿入していたであろう」
（目［言ｏＥ－Ｑこ〕の【の【。『⑦の①の日四コ【の、ａのロー『己【○ず四ヶ一①弓日ｓの
【「ロ日の『。【［豆のヨ旨口、〔一○コす＆ロ・旨［の貝一ｏｐｏｍＨ①ぐ○一貝一○口ロ『『
ごロ○ぐｇ】○ローゲロロケのの。旨［のロー庁。）ゴのミ。■亘弓２４①旨印の『［の。
（ｕ）
画すず。［．。円《目凹叩斥『》すの【・【の昼の三．ａ一日・ロ穴・）と説明する。
〔五〕については、類似の禁止が女子修道院内の男子にもおそ
らく適用されたと想像される。これも目新しさがなく、本質的に
最も健全なものであるが、再びこの言い回しも両義にとれるので
九
一
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あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①それは、常に到る所で（思量ごｓ凰量宣倉ｅ拘束力がある。
②著名な貴婦人（Ｆ四ｓの⑪）や近親関係者の如く、大修道院長
の食事室（シ弓・ぺぃ国・囚ａ）や賓客の大食堂（のこの；．□三口、
‐冨已から締め出されるのは伝統的な例外。
再びここには、その背後に伝統を伴った法律上の注釈、つまり、
より広義での解釈を好都合にしている。
一方、有名な十六世紀のイングランドにおける「新学問」（ｚ①ミ
ドの囚且旨い）の直接的帰結と考えられる条項が、次に挙げる諸条孤
（皿）
である。
指令〔一六〕。疑いなくこの時までに、の【・勺：一に関するコレ
ット（］◎百，○一の甘屡①弓Ｉ］臼①）風の新約聖書評釈が意図されて
（田）
いた。一一一一口葉だけは二世紀以上にも及んでいたようである。
〔一八〕は、諸儀式の無益性をエラスムス（両『四⑫日この叩】盆巧‐
』田ｅ流に記した長文であるが、この指令の内容については説明
（皿）
済糸なので省略する。
〔二二〕は、むしろ指令〔一八〕以上に革命的な指令といって
よ
く
、
こ
れ
は
、
一
つ
の
命
令
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
【
目
三
の
⑪
は
い
う、「これは、実際問題として、総代理（トマス・クロムゥェル
をさすⅡ訳者註）の下に全権を保持した巡察者らによって遡及力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
修
道
誓
願
を
免
ず
る
権利を主張することができた」（目三⑪》冒己『ロロニ８弓囚の日且の
円の［８ｍでの。ごくのす］戸声の「】ｍ－８Ｈの三ヶ○ヶの一二℃一のロ囚『『己○乏のＨのロロロ円
昏のぐ】８円‐ぬのロの『口一・■ｐＱ８巳Ｑ［すの『の【。『の。］＆日Ｓの『一ｍ亘８
法
政
史
学
第
二
十
八
号
九二
（嘔）
＆めっのロの①洋・日日・目のごｎぐ○三の．）と。この条項もエラスムスの教
えに基づくものである。
〔二一一一〕は、古くからの迷信を否定し、聖遺物は「利益増大
（冒・『の園の○二口Ｏ『の）の目的で」示されないと規定した点を注目
すべきである。
〔一一五〕ては、毎日ミサの際にアン女王Ｃ囲いｌ桴四ｓを思い
起こさせるように聖職者（で『一のの扇）たちに義務づけている。この
●
●
条項は、それほど重大ではないとしても、しかしある意味では重
要な命令といえよう。なぜかといえば、これは、イギリス国教会
の新組織を明瞭に反映したものと解されるからである。
最後に〔二六〕では、大修道院長は、指令の侵害者を通告する
（照）
者に対し、金銭および本署への道のりのあらゆる便宜とを供給す
るように仕向けられているが、これは「全く先例のない」（の己『のご
乏言・昌口の、のこの口［）条項である。
さて、われわれの仕事は、単に八二五指令ｖが、④シャープで
（Ⅳ）
は
あ
る
が
実
際
的
な
規
律
上
の
規
準
と
し
て
意
図
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
いは、⑧修道士たちにとって「不可能への復帰」（恩曼三・負
（旧）
（ごｓＢ亀三ｏとして意図されたしのかどうかということを再検討
するだけにすぎない。そこで、そのことについて、指令〔四〕に
●
●
●
●
●
限って述べるならば、【ロ○三一の叩は、文字通りに解釈するのは実際
的にも精神的にも理解の繭大なる失敗（ロ⑪の１．口⑪芭冒【の）とし、
「そのような取締りは、聖ベネディクトの時代からクロムゥェル
の時代に至るまで、修道院または教会の秩序における戒律ないし
常習的行為では決してなかった……」（のロ呂囚『の胴昌呈・ロ宮ロ
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ロのぐのＨ丘①のロ〔すの一四一望。『ごＨｍＯ三。①】ロー］のロ］ｏｐｍｍｐｎｏ「、回国。。－，四一
（四）
。『９の『（『○日｛ずのこい閂、。（の〔・因のロのｓｏ【〔。〔ず。叩の。【○『。ｐ〕三の二〉：．）
の
で
あ
り
、
「
外
部
か
ら
課
さ
れ
る
取
締
り
は
、
そ
れ
ら
が
道
理
に
従
っ
て
実際的であるときにの承賢明なものとなるにすぎないのであって、
これはそうではなかった」（宛の、巳四〔】・ロの】ヨロ○の巴開『○日三ｓｏ員
山『の。ご一『一三一⑪のニミゴのロ〔ずの『ロ『の円の四⑪。■四ヶ一邑己『四、ごｎ口一・一三房】◎ず［ロ】の
（別）
●
●
●
●
●
●
●
●
－ご囚叩ロ・［・）とする。そして、精神的な更生は、一連の厳格な宗規
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
に
よ
っ
て
な
し
遂
げ
ら
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
リ
ー
や
レ
イ
ト
ン
の
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
（
幻
）
ような者たちの尽力によるものでｊもない、と。
そこで、【ロ○一三一①のは⑦囚の：の〔説を支持できないとし、その理
由として続けて次のようないくつかの点を挙げている。
（
１
）
巨
胃
目
は
、
⑧
の
よ
う
な
政
策
を
少
し
も
知
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
巡
回
活
動
の
初
め
の
数
週
間
の
あ
い
だ
、
指
令
適
用
の
制
止
を
強
く
唱
え
た
（犯）
のであり、修道士らに惜しげもなく特免を与えた。
（泌）
（Ⅱ）シご囚Ｏのによって十月一一一十日に己のロロの旨女子修道院
（必》
（○四日ワ三ｍのの三『のの司巨：Ｏ】⑪８口目ロ、）でなされた提案（【
、・公〔すの『ニミ一一一四一一□。〔す】の－，斤ずの『口【の、。『ロロの一一①□【○○ワの①『ぐの〔すの⑪の
（妬）
旦巨ｐａＣｐ⑪．》）は、重要な議論とはなり得ない。なぜならば、こ
の提案は明らかに、．やめたいと思う修道女全員に特免を与えて
●
●
●
●
●
●
●
●
●
免
職
さ
せ
る
と
い
う
Ｐ
の
吾
の
意
向
を
妨
げ
た
い
と
い
う
望
糸
を
懐
い
て
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
ヘ
宛
て
ら
れ
た
い
の
召
の
書
簡
の
中
に
追
伸
と
し
て
ほ
の
め
（妬）
かされたｊものだったからである。
（Ⅲ）実際、八一一五指令ｖが、一五三五年に修道院をからにした
か
あ
る
い
は
修
道
院
が
そ
う
さ
れ
る
よ
う
に
企
図
さ
れ
た
の
か
は
、
何
の
証
へ
ソ
リ
ー
八
世
の
「
小
」
修
道
院
解
散
に
つ
い
て
（
工
藤
）
（”）
拠‐もない。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
尻
目
三
一
①
の
は
、
と
く
に
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
判
断をくだしている。すなわち、
そ
こ
に
は
ほ
と
ん
ど
証
拠
が
な
い
と
い
う
の
は
、
指
令
の
苛
酷
さ
が
王
に
よ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
王
は
常
に
他
の
人
々
の
責
務
を
厳
し
く
見
た
が
、
し
か
し
王
は
す
ぐ
に
そ
の
こ
と
に
興
味
を
失
い
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
よ
う
に
、
一
部
分
は
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
大修道院長らを滞りなく屈従的な，ものとしておくために、また
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
一部分は，もうかる特免の利益を確保するために、指令の適用を
彼に任せた（ヨ「盲二三一の①ぐ昼のロ、のＳの『の】⑪、・の⑫〔・晋○三［富〔
［ロの的のくの『】ご○｛［すのご］ロロＯ〔一○口⑩三四ｍＱＥの【○斤可の三□ぬ》三声○
四一コ囚邑印８○斤ロ叩［『】、［く】の三○【○日の『での○℃］の豆⑫◎ず一一ｍ■［】○コの》す貝
三ヶＣＣｇｏ江昌一○ｍ（ご〔のＨの印斤旨二〕の日四〔〔の『ロロロ］の【〔】〔［Ｃ
ＣＲ○日暑の一一（○四℃己］『〔すのヨ冒口。［】○口⑭四⑪すの岳○口、宮〔一〔ご己囚『二『
【○戸の①ご〔ずのロワワ９斤のロローご叩ロワの①『ぐ苛口［■コロロ四『斤一ご［○ｍの。ｐ『の
（詔）
吾の＆ぐ自国、①の。［凹盲、『畳くのＳ⑪己のロ印昌○口・傍点は訳者）、と。
また、八八六冊案の調査命令書ｖについては、
（Ⅳ）巡察者たちは八八六個条の調査命令書ｖを携えて歩いた
のではあるが、巡察者たちがそれをあらゆる場合に用いたとか、
あ
る
い
は
、
実
は
、
何
ら
か
の
場
合
に
用
い
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
宗
教
上
お
よ
び
教
会
法
上
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
が
、
お
そ
ら
く
ま
る
で
（羽）
無視されたという証拠Ｊもない。
以上のことからいえることは、八二五指令ｖが不可能への復帰
●
●
●
●
●
として「意図されたＪものではない」ということ、単にその一」とだ
九三
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けである。他はとりわけてさしたる見解上の問題はないと思われ
る
。
八
八
六
個
条
の
調
査
命
令
書
ｖ
が
ど
の
よ
う
に
修
道
院
の
巡
察
に
利
用
さ
れ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
全
く
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
註（１）Ｃ・二「】一画ご印》ｎｏｐＱ－冒巨ｍｍｐｐの国『一国ロロ旨の貝国】ウの【己山の）
←ぐ・］⑱．》ＰＣ且。Ｐヨョ・く○一・曰》己．『、①以下に条項が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（２）司日ｐｇｍ少三色ロの囚の□巨の戸国の□こぐ臣【ロロニ岳の因□ぬ一一の彦
冨○口囚汕・【のユの⑩⑭シロロ［［の曰冥［○一一一口⑪【『四斤の【ずの］一一の８周忌
ａｓ斤胃のロロロ『の⑫Ｕ一○Ｐ山ぐ○一叩・）ぐ○一・目》］○ヶロ国。□ぬの⑩国
伊ｏｐ９ＣＰ・ｍＪｍ（⑫のｎｏｐＱのｅ一斤一○口）・ロロ・画一』－回、心．
（３）ＤＣＢＣ煙く江夙口○夛一］のの》日ケの内の一億】○回印○門Ｑの『の冒向ロ、‐
］四口ｇいく○一叩．ごく○一・国閂叩ＨｐのＨロ」○局シ、の．Ｏ四目】ロユ９ｍの
己・勺・）］の「』．、一国官の『〆凶一・
（４）弓己．．ご己・弓Ｐ１日切・傍点は引用者。
（５）「このように、国王至上権（丙・恩｝のＥｂ『‐の日：］）、それ
●
●
●
●
は
既
決
事
項
（
ｓ
ｏ
馬
冒
叱
蔚
）
だ
っ
た
が
、
は
さ
て
お
ぎ
、
聖
ル
イ（津・Ｐ・巳肱）が発布しなかったかも知れず、またイノ
セント一一一世（［艀ＢＣＣのロ三国）が是認しなかったかも知れな
い
何
物
か
を
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
指
令
の
中
に
見
出
す
こ
と
は
む
ずかしい」（一印・の・○○ロー〔。。》固くの〈】自白国の⑩。（閃の一垣○Ｊ・
ぐ。］．円く》ｎ回目ご【国砲の》己・勺．．］や、○・つ。①①』》ロロ。【のロワ『Ｃ・
【ロ○三一のの・○℃．Ｏ芹・包ロ・画ゴロ目。［の』・）。
（６）画①函のｐこぐ胄戸ｎ．画叩の日【・丙の四一日・国】】《＠国。
なお、この法令の制定については、呂国の□ごく畠》ｐ旨坤
の国［・閃の囚一己・皀閂》←『】。Ｃ【・●・函．ごヨ一一一四日の（の。．）》向』ぬ‐
一一印ロ国】⑫８国８］ＤＣｎ口目のロ【い］←爵－忌留》因胃の陣の七○日‐
法
政
史
学
第
二
十
八
号
（９）
／~、／■、／■、
１２１１１０
、二、_ノ、_ノ
'－，
８
、=ノ
（７）／戸、１３
、=ノ
の三○○』⑪ＰＣごｑ○口》・＠『］・ロロ・｛←『１一ｍ画・
画①国のロ『旨く『戸０．房の日庁・幻の巳日》目戸一℃四・Ｃ｛・●・国。
ごく】］］旨目の（の。．）・両□ぬ一一⑪ず国一ｍｇ『】、四一Ｄｏｎロョのご厨］一ｍｍｌ
桿印⑰、》ロロ・『吟切１「←①。
第一回巡察（一五三四年秋１一五一一一五年）の際に、すべ
て
の
修
道
士
や
修
道
女
ら
は
誓
い
を
た
て
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
誓
い
を
た
て
さ
せ
る
の
に
何
ら
か
の
困
難
さ
を
見
出
し
た
人
々
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
宗
規
を
遵
守
す
る
こ
と
に
最
も
実
直
な
人々であった。つまり、カルトジオ修道会（○胃一宮臼：》）
・ブリギッタ修道会（、『］骨の三口のの）・フランシスコ派厳
修会（○すの①『ぐ：庁甸ＢｐＱｍ８ｐｍ）に所属するメンバーだ
け
で
、
こ
の
者
ら
は
修
道
院
人
口
の
う
ち
の
ほ
ん
の
小
部
分
を
構
成したにすぎない（○・三・Ｃ・三○○日菌ａ》閃の【Ｃロ：画○ロ
ロロロ肉①の巨円胴のロ、のＥｍｍ－】の○ｍｍロロ、一四日Ｑご岳のの一貫のの。三
○のロ【ロ【］〉国宮口ＱｍｏＨＱ勺閂の⑪の》Ｆ○口座Ｃご》博①①函・Ｂｂ・司切〉「①．）。
大修道院長は、修道院制度（言・目⑪〔ご⑪ロ））のまさしく
そ
の
起
源
か
ら
、
常
に
こ
の
点
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
自
由
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
？
□・【ロ。ゴーのの》○℃・ロ［・》ごＣ一・自口》ロロ・口『、１ｍ「の．
閂ご｝Ｑ・）ロ・画『①。
「
新
学
問
」
は
、
お
の
ず
か
ら
い
く
ら
か
の
大
修
道
院
長
た
ち
の
あ
い
だ
に
浸
透
し
て
お
り
、
さ
ら
に
よ
り
若
い
修
道
士
た
ち
の
あ
い
だ
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ラ
テ
ィ
マ
１
（
Ｆ
ｇ
】
Ｂ
円
）
の
如
き
主
教
ら
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
新
し
い
「
講
演者」（《トのＣ冒門①風）は、混乱に加わってしまっていた
（言四巨昌◎の勺○君】ｎ戸の】日丘の肉の【。『冒呉一○．旨ロ釣】ぬ一回ごＱ》
○※ご『ユロ・勺・〉】①①『・ロロ．四四ｌいい。）。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
神
徳
（
」
三
己
ｑ
）
に
関
す
る
講
義
の
発
展
以
九四
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上
の
し
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
聖
詳
の
強
調
は
時
代
の
動
向
だ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
（
ｕ
）
『
法
政
史
学
』
第
二
十
七
号
七
一
’
七
二
頁
参
照
。
ま
た
指
令
〔
一
八
〕
に
関
し
て
【
ロ
・
三
田
は
、
「
こ
の
長
い
条
項
が
控
え
めに言い表わされ、修練長（ｚ○く一・ｍ‐三厨｛の【）によって
当
然
与
え
ら
れ
る
べ
き
諸
留
保
を
伴
っ
て
非
公
式
に
伝
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
神
学
上
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
だろう」（□・【。・乏一の⑩．。□・９行》ぐ○一・国・己・巴の．）と述
べ
て
い
る
。
（巧）□・【ロ○三一用・○℃・口【．ごく○一・一貝つ・画『「・
実
際
に
、
巡
察
者
た
ち
は
、
王
の
総
代
理
の
権
威
で
二
十
四
歳
以
下
の
す
べ
て
の
修
道
者
を
免
職
し
、
巡
察
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
新
た
に
請
願
を
行
な
っ
た
者
た
ち
を
も
そ
の
修
道
誓
願
よ
り
免
除
したのである（ご己．》石・日①．）。
（
蛆
）
条
項
〔
二
六
〕
の
中
に
「
生
活
必
需
品
」
と
あ
る
訳
語
を
「
途
中
必
要
な
物
」
に
訂
正
す
る
。
（Ⅳ）○・【ロ○三一のの》弓ロの幻の一一四○口の○ａの『の冒向ロｍ－ＰＨｇいく○一ｍ．〉
く○一・国房弓一三①目巨ＱｏＨシ、の》Ｃどゴヮユ○ぬ⑪ご・勺・》］の。・
の一〕口己［の『※〆】』・
（岨）因・少・の口のＤＰの【》国の□こく三・：旦晉の両ロ、一一＆三○日の‐
（の１の⑫”しロ呉〔の目宮〔○一一一口ｕ｛『日の岳の国』の〔。『］。【三の】Ｈ
のこつ□『の⑩⑫一○Ｐ口ぐ○一ｍ・・ぐ○一・曰》］○ゴロ国。□ぬの晩）旧ｏｐＱｏ員
］、、の（の①。。ご』の旦岸】○コ）。（す四つ（の『ぐ一日・
（⑬）Ｃ・【ご○ヨーの勿》つつ．、笄・》ぐ○一・］自己・画『『・
大
修
道
院
長
や
修
道
院
の
管
理
役
員
に
よ
る
自
由
の
濫
用
が
疑
い
な
く
数
世
紀
に
お
よ
ぶ
堕
落
と
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
主
な
原
因
で
あ
っ
た
…
…
そ
し
て
、
い
ず
れ
に
し
ろ
そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
に
あ
ま
ね
く
幾
世
紀
に
も
亘
っ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
あ
た
り
ま
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
「
小
」
修
道
院
解
散
に
つ
い
て
（
工
藤
）
′■、／■、′~、／=､
２５２４２３２２
、=ノ、､ノ、＿ノミーノ
'-，／■、
２１２０
、=ノ、－ノ
（幻）
（妬）
え
の
こ
と
と
な
り
、
公
認
さ
れ
た
要
求
権
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
地
方
に
お
け
る
カ
ル
ト
ジ
オ
修
道
会
士
で
す
ら
も
境
内
の
外
へ歩いて行くことが折にふれて許された（ご己．）。
］ワーロごロ・画刮⑭。
結
局
、
大
修
道
院
長
や
小
修
道
院
長
た
ち
か
ら
の
鵬
し
い
請
願
は
．
．
…
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
っ
て
好
意
を
も
っ
て
受
理
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
は
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
を
如
何
に
し
て
ベ
ス
ト
に
す
る
か
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
大
修
道
院
長
た
ち
は
自
由
の
た
め
に
代
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
よ
う
な
特
免
は
、
た
と
え
指
令
が
初
期
の
規
律
へ
の
復
帰
と
し
て
も
と
も
と
意
図
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
ロ
ジ
カルではないだろう（ご己・）。
ｎ戸閂すこ・》ロ・国②］・
巡
察
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
三
ヵ
月
た
っ
て
い
た
。
甸・シ・の四のＣｐの→》○℃。Ｑ→・》く。一・戸シ己ｂの局Ｓｘく）ロ．⑰⑳つ・
ロ．【ロ○三一ｍの》○℃・ロ（・》ぐ。－・帛戸ご・湯、．
⑦
ｍ
ｇ
Ｆ
庁
は
、
こ
の
提
案
の
意
味
を
、
指
令
を
文
字
通
り
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
な
し
で
修
道
院
の
取
り
片
付
け
が
果
た
さ
れ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
シ
ロ
宛
胃
の
が
意
図
し
た
も
の
と
解
釈
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
レ
ロ
冨
月
が
ク
ロ
ムウェルの□の８の、〔Ｑのの侭ロ⑰を実行にうつす腹心のエー
ジ
ェ
ン
ト
だ
っ
た
と
い
う
の
②
目
色
の
【
の
提
唱
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
。
缶已囚Ｃのの追伸は、国・国一一の）○国、ご口一Ｆの＃の『の（〔冑の①
の①国の、管皀く○一の。）》ｚ○・局目・ＰＣｐＱＣＰ得⑭四トー←①．、。Ｑぐ》６，．
Ｆの（【の励伜で四勺の『の。［四のｐごく」戸四四ぐ。｝⑭．ごくＣ一・閂〆》
ｚ○・コつい
宗
規
に
従
う
か
あ
る
い
は
や
め
る
か
と
い
う
二
者
択
一
は
、
ほ
ぼ
九五
Hosei University Repository
グー、′■、
２９２８
Ｎ､ノ、_ノ
法
政
史
学
第
二
十
八
号
三
年
後
の
一
五
一
一
一
八
年
に
托
鉢
修
道
会
に
申
し
川
ら
れ
、
望
み
通
り
の
結
果
を
な
し
遂
げ
た
が
、
し
か
し
、
三
年
さ
か
の
ぼ
る
議
論
は
、
変
転
き
わ
ま
り
な
い
そ
の
頃
に
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
力
が
な
い（□・【ロｇご一巾の》○つ．ｇ【。ごく○一・国員□・画『の．）。
□・【ロ○三一冊》。□．Ｑ『・）ぐ○一・国戸ロ・画『、．
こ
の
点
、
因
■
の
常
『
三
一
の
は
、
「
国
王
の
巡
察
者
た
ち
は
徹
底
的
に
主
教
の
巡
察
者
た
ち
の
先
例
に
な
ら
っ
た
」
（
日
ロ
の
【
○
百
一
ぐ】の一〔。「⑪『Ｃ一一．一三のＱ［ずの己『の。①９のロ［⑪。［のご】の、○つローぐ】巴［。『叩
。○三口〔・弓の一口の【号〔昌一・）とすら陳述している。
のＴ○頭『の望国山⑫一【の『ぐ一一一⑪両ロ、一一のロ三○口丙の四口Ｑ【ず①の■ロロ『①‐
い、】○ロ。〔岳の三○口囚の（の国のの》弓毒の国の量。ａ国】の８ユ、囚］
の⑩ユの印恥く園・］○口い【すｐｐＣ■ｂｐＰＣｐＱｏＰ』①『画・ロ・』四四．
な
お
、
司
教
（
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
場
合
は
主
教
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
）
に
よ
る
巡
察
の
際
の
訴
訟
手
続
き
に
つ
い
て
は、Ｏ（・ロ・【ロ○三一の⑩》【の一荷】。ｐの。【ｇの円のごロゴ、盲ロｇごＣ一・
一）ｎ回目ワ『丘、のロ・勺・）■の←⑭．己己・の】Ｉいい。
と
こ
ろ
で
、
八
二
五
指
令
ｖ
に
関
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
直
面
す
べ
く
巡
察
の
終
了
後
に
案
出
さ
れ
、
数
週
間
な
い
し
数
ヵ
月
の
イ
ン
タ
バ
ル
を
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
修
道
院
に
向
け
て
発
布
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
お
そ
ら
く
、
印
刷
さ
れ
た
ブ
ロ
ー
ド
シ
ー
ト
で
巡
察
者
た
ち
に
持
ち
歩
か
れ
た
の
で
あ
り
、
巡
察
者
が
調
査
を
終
え
て
修
道
院
を
去
る
ま
え
に
、
つ
ま
り
、
多
分
巡
察
者
の
修
道
院
到
着
後
ほ
ん
の
数
時
間
後
に
共
同
体
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
全
部
同
一
の
も
の
で
あ
ったと考えられる（Ｃ・【ロ○三の⑩．◎ロ．、岸・・己○一・［戸己・
弓
①
．
）
。
こ
の
点
だ
け
は
主
教
に
よ
る
巡
察
と
は
異
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
三
、
視
察
者
と
そ
の
性
格
総代理（ョ８局‐の①ロの３－）および国王代理（ぐ－８ｍの司目［）とし
て聖職者会議（○・曰く。ｎ畳：）の会長に就任し、カンタベリー
大主教の上位を占めたクロムウェルは、一五三五年一月、すでに
万
事
巡
察
の
機
構
を
整
え
て
い
た
が
、
し
か
し
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
、
そ
（１）
のブレーキがとかれるまでには七カ月を要した。前回の巡察調査
は、修道院抑圧の風評と新たな課税の風評を招き、先見の明ある
（２）
修道院長はすでに事前対策を施していたこともあって、事態は緊
急を要し、クロムウェルはレイトン博士にせかされながらも、（３）
「具合の悪いところを矯正するという公然と認められる意向で」
（三】島昏の■『。暑の。】日の目［一○口。、円①目のＱ］旨、重彦自さロ⑩四日】の①）
輔三回目の修道院巡察を開始するのである。
クロムウェルによって任命された視察者たちは、主教区裁判所
（ｏｏｐｍ】の８こつ・日【の）で働いた経験がある法律家が多かった。
もっと具体的にいうならば、宗規に通じた教職者（Ｃ：。口璽の）か
民法学者（、三百口の）、もしくはコモン・ロー法律家（Ｏ・日日○口
目三『の円の）のいずれかに属しており、さらに聖職者（わ：；）と
俗人（巨昌日のロ）の二つの身分に分けて考えるならば、両者の人
（４）
数はそれぞれおよそ五十名ずつの合計約一○○名の入念から構成
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
視
察
者
は
、
い
つ
で
も
起
訴
に
対
して弁護人として振舞う資格を十分に与えられ、かつその摘要書
に従って評決を得るために必要なあらゆる術策を講じるのに熟練
（５）
した者たちであった。俗人］・冒目『の、。｝】ョの二や］Ｃ目シロ丙】８
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表 〔Ｉ〕
～
～ RichardLaytonlThomas LｅｇｈｌＪｏｈｎＡｐＲｉｃｅｌＪｏｈｎＬｏｎｄｏｎ
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
「
小
」
修
道
院
解
散
に
つ
い
て
（
工
藤
）
聖職者
（Priest）
俗人
(Layman）身 分 俗人｜聖職者
視察時年齢 約３８歳 ３５歳末 満 ？ 約５０歳
尊大
(arrogant）
多弁
(garrulous）
鋭敏・批判的
(sbrewd，criUcal）
従順
（pliable）格性
宗教生活（religiouslife）をなんら称賛しない共通点
すぐれた官職に就き優遇される
また，解散修道院領を取得して地方の名家の基礎
をおくなど，富裕の生涯
視察後
の動向
Fleet監獄で
悲惨な獄死
の
よ
う
な
幾
人
か
の
例
外
を
除
けば、修道司祭（肉の僧一四『の）
に対する教区付司祭（汗、‐
巳
胃
の
）
の
昔
か
ら
の
僧
し
ゑ
を
十
分
に
分
け
も
つ
こ
と
で
染
め
ら
れ
た
出
世
第
一
主
義
者としての教区付司祭だっ
（６）
たのであり、それゆ鱈えに修
道士らはこれらの視察者の
中に最も恐るべき敵手を見
（７）
出
し
た
の
で
あ
る
。
あ
る
者
は
な
ぜ
自
分
が
任
じ
ら
れ
た
の
か
を全く理解し、クロムウェ
ル
に
次
の
よ
う
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
改
革
に
ふ
さ
わ
し
い
多
く
の
こ
と
を
御
覧
に
入
れ
ま
し
ょ
う
、
そ
れ
について、きっと殿下と貴
官
は
お
喜
び
に
な
ら
れ
ま
し
ょ
う」（己・口の百二ぼの閂口己
の①の日山口『昏冒、の肴。『＆旨。、
円の命。『日日一○口》急げの円の。【》閂
の口已ご○の⑪この【言い面四一‐
いずロ冊の囚ロロ］○ロミニワの
（８）
、匠旦・９１と。
また、視察者の性格について祠・一宮ａは、「視察者たち自身は
疑わしい性格の者たちだった。実際に、尊敬すべき人物はほとん
ど仕事をするように説得されなかった」（日言房｝８円の岳の目⑪の一ぐの⑪
言の円の目の口ｏｍＱｏロワ扉巳Ｏ匿囚『囚。〔の［一宮ロの①９》『の⑩己の、国亘の日のロ
（９）
ＤＣＥ］□ず四ａ］］ず口ぐのすの①ロロ円の巨囚。①Ｑ８」○岳の三○【丙．）し」いっ
ているが、果たして句○一百ａのこの見解は、そのまま信用に値
するかどうかというならば、いささか疑問がもたれる。
そこで、次にこの点について解明していきたいと思うが、略表
〔Ｉ〕に表示したように、これらの視察者のうちでようやくその
行動の足取りを追跡できるのが次に述べる代表的な四名の者であ
り、他はほとんどトレースできないので、まずこの四名の者を中
心にゑていきたい。
㈹リチャード・レイトン博士（ロ【・虫Ｏ冨己巨昌８口）
（Ⅲ）
当節では「交際じょうず」（画胸。。」日寓のＨご）と称されたレ
イトン博士は、の日言によれば「心からの幟棚」（泣言囚ご
く巳、四『】目．）であり、国凹の丙のＨ三一のによれば「男性的か靴』（《白目》の
目目・函《言目】目》）のあのいまわしいタイプ、換一一一一口すれば、「例の
（週）
胸の悪くなるようなタイプの第一番の見本」（泣己１日のの□のＯ】日①ロ
。【岳四二○四岳⑪。白のご己の））とされ、明らかにダーティー・ストー
リーの類を話したり聞いたりすることを愛した口数の多い牧師
（Ｑの［閏日：）だった。それゆえ、修道士たちに指令を課するの
（ｕ）
に幾分だらしなかったということが証明されるのである。
ま
た
、
レ
イ
ト
ン
が
信
念
の
面
に
お
い
て
も
欠
乏
が
承
ら
れ
た
と
い
う
こ
九七
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と
は
、
ク
ロ
ム
ゥ
ェ
ル
が
「
失
敗
」
（
ご
員
盲
ｅ
を
ほ
の
め
か
し
た
と
き
（通）
（略）
に、の一四の（。ご宮ｑ大修道院（、○日の【の①芹の因のロのｓｏ〔旨の目・ロ丙の）
の院長閃－０言『二二三旨、Ｃｌ忌忠）に懐いていた誠実でかつ好
意
的
な
意
見
を
急
遼
変
え
た
と
い
う
事
実
と
、
同
様
に
、
か
つ
て
イ
エ
ス
が
（Ⅳ）
ベタニャ（団の〔盲目望）で得た以上の歓迎でレイトンが総代理を賓
客として四四月○三に招待したときの一一一一口葉（【②・の言の。■言凹叩
ロのぐの『の。、］回この８ｍの○すｑ⑭庁三の日四の【の『》ロの閂のケ囚］すの８ｍの
『○口Ｈ門ｏＨＱの⑫彦】ロの】ロ〔す】の皀○ロ「○コロの｝】。このｐｐｐＱ四一一【ず囚（のぐの『
（旧）
のｇ｝ワのご彦茸【○円目昌一葛の．．）によってもまた明白であろう。
表〔Ⅱ１１〕は、レイトンの公職上および聖職上の着実な昇進
経過を簡潔に示したものであるが、とくに一五三○年代の昇進ぶ
りには十分留意すべきものがあるといえる。つまり、わけても一
五
三
五
年
七
月
に
開
始
さ
れ
た
修
道
院
の
巡
察
は
レ
イ
ト
ン
に
と
っ
て
繁
栄への手っ取り早い手段だったのであり、当局者たちはそのこと
を
知
っ
て
い
て
、
彼
の
強
請
・
窃
溢
・
汚
職
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
と
い
（凶）
う
。
修
道
士
も
人
間
で
あ
る
な
ら
ば
獣
と
た
い
し
て
か
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
期
待
し
な
が
ら
、
修
道
士
ら
の
怪
し
い
挙
動
に
つ
い
て
す
っ
か
り
知
ら
せ
て
（別）
くれる気の合った旧友を日◎烏の冨円のにたくさんもっている、と
レ
イ
ト
ン
は
予
め
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
告
げ
て
い
る
。
巡
察
途
上
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
宛
て
ら
れ
た
レ
イ
ト
ン
の
書
簡
に
お
け
る
内
容
上
の
特
徴
は
、
①
き
び
き
び
し
た
言
い
回
し
で
絶
え
間
な
い
活
気
が
あ
り、クロムウェルの彪大な信書の中にあって目立つ、また、②大
臣の重苦しくかつしばしば悲惨なまでに無味乾燥な郵便物のただ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
中にあって歓迎されようとする際立ちを与える一」とをほとんど怠
法
政
史
学
第
二
十
八
号
っ
て
い
な
い
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
事
実、これらのフレーズの多くはおよそ全部が名誉を傷つけるよう
な
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
如
何
な
る
免
罪
符
を
も
っ
て
し
て
も
レ
イ
ト
ン
の
品
性
を
救
済
す
る
に
は
及
ば
な
い
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
思
え
る
ほ
ど
で
あ
（皿）
る。したがって、われわれは、それらの中に真相の正確な割く口を
知
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
レ
イ
ト
ン
（皿）
の書状はいわばお世辞に満ちたところが全くないとはいえず、さ
ら
に
、
Ⅲ
そ
れ
ら
が
遺
物
と
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
全
然
考
え
ず
に
し
た
た
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
②
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
最
も
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な叙述がまた最も信頼に値すると誰しも考えがちであるが、そう
いった何かしらの仮定を全くせずに書かれたものに他ならないか
らであ鞄
ゆ
え
に
、
修
道
者
ら
に
関
す
る
不
謹
慎
な
話
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
正
当
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
レ
イ
ト
ン
に
帰
せ
ら
れ
る
、
と
い
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
一
方
、
レ
イ
ト
ン
が
修
道
者
ら
に
つ
い
て
言
っ
たことは、例えば三四ａのロシトー派大修道院（国＆【・ａ豊忌・》
（別）
三四ＨＱＣｐとも書く）の院長がちょうどこのときに管理下の修道
士たちについて言っていたことと大体同じであって、何も悪くな
（妬）
かつた。とくにＣ冒冨日司教座聖堂付属修道院（国のロのｓｓｐの
（恥）
目。□【の）では、「婦人方は誰も来ませんし、修道士たちは誰も外
（町）
出しません」（《ｚＣ君・日の目８日の旨：１口・目・己六の伽○・口［．．）
と好意的な報告をしている。レイトンは宗教的建造物に指令を遵
守するように強要することにかけては同僚のリー博士よりも遙か
に厳格ではなかったし、また確かにオックスフォード大学を彼が
九八
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／
改
革
し
た
ｌ
そ
の
仕
事
を
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
ニ
シ
と
し
て
の
レ
イ
ト
ン
が、徹底的にエンジョイしたに違いなかった（表〔Ⅱ１１〕一五
三
五
－
三
六
年
の
項
を
参
照
）
１
以
上
に
見
事
で
あ
り
得
る
も
の
は
何
も
（犯）
な
か
っ
た
、
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
いずれにしろ、レイトンが向う見ずにしかも大規模に修道院共
同
体
の
罪
状
を
告
発
し
た
と
い
う
事
実
は
覆
す
こ
と
の
で
き
な
い
真
実
で
あ
り、そしてその証拠が支持されない、あるいは成り立たないとい
う代表的な人物なのである。
表
〔
Ⅲ
１
１
〕
職業および略歴ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
「
小
」
修
道
院
解
散
に
つ
い
て
（
工
藤
）
○ケンブリッジ大学民法学博士（□。Ｏ・Ｐ．。【Ｃ四日胃丘、の
ご己『のＨ巴ご）
○０口目すの【一目」の名門に生まれる
○ｈ口［｜】すのＨ［Ｈ巨己の［ロ一一（］ｓトー』、＄）と親戚
○恩寵の巡礼（四一ｍ１日■ぬの。〔○日８》』田①－い『）の指導
一考となった閃・ワの「〔少禺の（Ｕｌ忌召）と親戚
一○一五二二年（多分、二十五歳になろうとしていた）、
｜ケンブリッジ大学民法学士（ＰＣ・田・）の学位を修得。
｜昇進のはしごをのぼりはじめる
一○一五一一○年代末、ウルジィ（目ｇＢｍの三。］の①胃屡『幻Ｉ
｜肘哨腓加臓綱鮴にクロムゥェルの同僚。クロムゥェル
’。〃・躰、・塞腓Ⅷ扣蓬撒議Ⅲ雛ⅧⅧ灘
己『・宛庁彦囚『Ｑ門口］８口
（一）
一○’五三一一一年、の『・ロの修道女の裁判を審理
一○一五一一一四年までにはその他多くの聖職禄（国のロｓｏのの）
｜や閑職（の旨の２『①の）を有す
一○一五一一一五年以前に団巨Ｏ五局盲目の助祭長（シ【＆‐
’
○
①
Ｈ
Ｃ
Ｓ
と
な
る
一○一五一一一五年、大法官府（Ｏ冨月のご）の書記に就任
○同年、フィッシャー（］◎言国呂の日置＄ｌ骨田中）お
よびモア（弓言日囚の二○『の”屋『ｍｌ】田切）の裁判を審理
○一五一一一五’三六年、国王の視察者として成功。オック
｜
ス
フ
ォ
ー
ド
の
巡
察
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
す
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
写
本
と
図
書
館
の
最
初
の
破
壊
者
と
な
プ（》
’○一五一一一六年、少ロロの国。］の皀口（〕、ミー］、四①）の裁判に関与
一○一五三六’三七年、恩寵の巡礼の指導者らの裁判に関
（一一）
与。また、の一口の８ロヮ貝皀大修道院の最後の院長の裁判
で
は
雛
合
一
異
で
一
役
を
担
う
一○一五一一一七年、牧師館国回国・尋とローニの‐四一一一を所有し、
一同教区牧師（宛のＯＳ『）となる
○一五一一一八年、枢密院（勺己ご○・目ロー）の書記・大法官
府
主
事
に
就
任
一○一五三九年、大修道院財産の明渡しを交渉する委員と
一なる
一○一五一一一九’四一一一年、Ｅ・具の首席司祭（ＤＢ己）に就任
一○一五四○年、シロロの。【Ｃのぐの叩（忌届Ｉ』、田）を離婚す
－・蕊護Ⅲ耽読三駐在大使に就任二方雇
九
九
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'三職業：および 略 歴 表〔
Ⅱ
１
２
〕
法
政
史
学
第
二
十
八
号
○
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
民
法
学
博
士
。
Ｐ
畠
８
口
の
同
僚
○
Ｏ
ロ
ヨ
ワ
の
旦
目
Ｑ
に
い
く
つ
か
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
も
つ
ｎ房の亘円の生まれ
○詞・三口目Ｐの①（ｎｏぐのロ（ｑおよび口呂節の一旦の主教屯
Ｉ
屈
室
）
と
遠
縁
の
い
と
こ
○一五二七年、ケンブリッジ大学（多分【旨、㎡Ｏ○二の、①
の）民法学士Ｓ・○・円．）の学位を修得
○一五一一二年、同民法学博士（□．Ｏ・㈲・）の学位を修得
○
？
年
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
管
轄
下
の
控
訴
裁
判
所
弁
護
士
と
な
る
（一一一）
○一五一一一二’一一一四年、□の目白四【丙駐在大使に就任
〔国内外において種々様炎な方法で雇用される〕
○一五一一一一一一年、Ｃ囚【ず①凰二の。、シ３ｍ・ロ（屡忠Ｉ】認①）の雛
（四）
婚
裁
判
で
Ｃ
巨
口
の
日
こ
の
小
修
道
院
を
分
担
一○抄阿旧畑刹厄炊岬肛順縣測視察者として修道院を巡察。
一○一五一一一六年、シロロの国・］の］ロの裁判で同じく己目印国三①
の【の＠口の『の教区牧師・◎宮のい【の１①‐の耳の①【の大聖堂
（○○］一の四目の○ず日＆）の首席司祭・印の呂呂の］Ｑの教区
牧
師
そ
の
他
を
兼
職
・
歴
任
す
○
一
五
四
四
年
六
月
、
因
日
閉
の
］
の
に
お
い
て
死
亡
己同・日ロ。ｐ］冊Ｐの、可
／
／
￣
職業お ぴ略歴よ 表
〔
Ⅱ
１
３
〕
○古典学者（の＆○一日）・歴史家（文学史）
○四法学院（百口の。【Ｏ・口風）で挙げられ、クロムウェ
ル
の
個
人
的
な
ス
タ
ッ
フ
・
公
証
人
（
Ｚ
ｏ
Ｂ
ｑ
勺
巨
三
、
）
と
な
り
、
以
後
な
が
く
重
大
な
裁
判
に
従
事
○
一
五
三
二
年
ま
で
に
は
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
服
務
す
○
同
年
、
シ
月
穴
一
目
Ｑ
の
○
日
目
の
国
二
の
家
を
家
宅
捜
索
○
一
五
一
一
一
四
年
ま
で
に
は
ｍ
四
房
宮
ｑ
の
記
録
事
務
官
に
就
任
○
同
年
、
カ
ル
ト
ジ
オ
修
道
会
の
修
道
士
す
な
わ
ち
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
お
よ
び
モ
ア
を
審
理
○
一
五
三
五
’
一
一
一
六
年
、
国
王
の
視
察
者
。
他
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
行
政
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
行
政
に
同
化
さ
せ
る
た
め
の
法
令
を
起
草
す
る
の
に
重
要
な
役
目
を
勤
め
る
。
す
な
わ
ち
、
０
日
日
日
【
目
お
よ
び
因
『
の
８
口
の
小
修
道
院
を
獲
得
す
る
た
め
に
働
く
小
修
道
院
を
分
担
○
同
年
、
伊
旦
８
口
と
と
も
に
、
裁
判
に
先
立
っ
て
恩
寵
の
巡
●
●
●
礼
の
首
謀
者
を
調
査
す
○
’
五
三
七
年
、
大
法
官
府
主
事
に
就
任
○
一
五
三
八
－
四
○
年
、
大
修
道
院
の
抑
圧
に
任
用
さ
れ
る
○
一
五
四
四
年
、
ナ
イ
ト
爵
に
叙
せ
ら
る
○
一
五
四
五
年
、
死
亡□■］○ずロシロ丙旨の
一○○
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職業 略 歴 ／￣およぴ 表
〔
Ⅱ
１
４
〕
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
「
小
」
修
道
院
解
散
に
つ
い
て
（
工
藤
）
○一四八六年（？）生まれ。二言＆の、〔の『およびオック
スフォード大学（ｚのざＤＣ］］渦の）で教育を受く。オッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
民
法
学
博
士
○一五○五’一八年、Ｚのョ○・】】の鴨の特別研究員
○
一
五
一
九
年
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
民
法
学
博
士
の
学
位
を修得。田・烏の受禄聖職者（勺『のすの口呂ご）となる
○一五二一一年、巨口８］ロ大聖堂の会計係（目円の四⑪旨のＨ）に
就
任
○一五二六年、ｚの三ｎ．二のいの学長（三四ａのロ）に就任
○一五三四’一一一六年、同じくｚの言○・二の、の学長
○
？
年
、
君
昌
言
日
・
ａ
の
首
席
司
祭
○一五一一一五’三八年、国王の視察者。巡察には最初から
で
は
な
く
途
中
よ
り
参
加
し
、
巡
察
終
了
主
ぎ
わ
に
は
か
な
り
活
発
に
活
動
す
○一五一一一九年、六箇条法（の国日〔①の○ｍの寓鈩目亘のの）の
実
施
に
熱
意
を
示
す
○
一
五
四
○
年
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
失
脚
（
処
刑
）
と
同
時
に
○
一
五
四
七
年
、
ナ
イ
ト
爵
に
叙
せ
ら
る
○
一
五
五
一
年
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
辺
境
評
議
会
（
０
．
百
ｇ
］
＆
岳
の
三
日
ｎ
房
の
）
に
関
係
す
（五）
○一五七三年（？）、死亡
Ｃ夙］○ず目門ｏｐＱＣｐ
註
（一）ご閂己巳（腸の〆の国ユＱｍ２はロ①⑩。
（一一）のＢｐの『の①扇彦弓術の国のロの島、毎口のの．
（一一一）ただし、西口、常ｍは一五一一一一一一年と翌一五一一一四年の二年間としている（勺・
国巨ぬげの叩電。□．、岸．ごロ・呂一・）。
（四）国の旦洋》ａ⑩嵐『ののレロの庁ごｎ回目○月．
（五）【ロ。ゴ一＄によれば、この残年は十中八九は遅過ぎるようであるが（□・
尻目◎ョ］の⑰．◎＠．９斤．。□・四国ロ。［の》・）、今のところ、敢えてこれを解
明し訂正している文献は見当たらない。
※なお、表〔Ｉ〕および表〔Ⅱ１１〕ｌ〔Ⅱ１４〕は、以下の文献を比較
参照して作成した。
弔・四口ぬき①の．目豈①宛の【。『目四二．己盲同ロ、一四口ｇぐ○一・房目彦の【旨、㎡
勺『ｏｎの①ｓｐｍの》田◎屋の伜０回『芹の『喜伊ｏｐＱＣＰ』①認平田・］冨昌目凹ａ
、目一号・国目『くぐ閂目四口已嘗の宛の｛◎ロロ四盆：。］富四○日筥口Ｐ編。□』。Ｐ
屋霞》シ・の。□】ｎ斤①ロ⑩寧日画。ｇ厨ＱｄＢョの］］四目ｑ庫】の同口阻］勝彦
閃①【◎ロ目印感。ご》因ロ、一一⑩ずご・勺・・い◎目已ｏＰｇ『野□◎・→目豈の同口頭』厨匡
丙①｛◎目目算一．Ｐの、彦。ｎ斤①ロ国。◎宍の》ｚのョ目。『辰］のｓ》□・【ロ◎ョ】のｍ・
弓ずの幻の一一四２の。ａ周のご因ロ顕両日。ご◎一・円目加目声の目且。『し頃の。
ｎ口ヨワュ・胸のロ・勺。。】④己亟の①◎寵『の］国凹⑫丙①『ａ］］①》因目、一房ロｚ【。ｐ厨
：□畳のの巨ロ頁①⑪の〕◎ロ。【号①二【◎目の【の１のの》日ロ⑦国の○すａ四一の庁。甲
冑餌］の⑦己の⑪いく目》］◎目色号四目○四□のご伊。ｐ回。Ｐこ「辱司・』・の四の。Ｅ①斤團
国の目旦ぐ閂目・四目９ｓ①固目、］】晋之【。ｐ“⑪【の１①の血』目具庁の日日８
】］旨⑪（『具①ｓの園】⑪８Ｈ］。【露扁笥ｍＥｃｐ円①、里。■》ご◎一・目・］○房目
国。。、冊・ＦｏｐＱＣｐＱ屋沼．
の［の旨のロ○四ａ旨の『（』盆望ｌ】、田）側に奔り、ルター派
信者Ｐ巨昼の『：】の①Ｈ⑩）を公然と弾圧
○
一
五
四
三
年
、
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
異
端
を
起
訴
○
同
年
、
ウ
ィ
ン
ザ
ー
の
異
端
起
訴
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
他
の
ある異端起訴の中でクランマ（目宮○日四の○日ロ曰の同』盆
①Ｉ勗留）をもこの起訴に含めようとの陰謀を積極的に
企てて失敗し、破滅。偽誓罪一度と二度の姦通罪に問
わ
れ
て
有
罪
の
判
決
を
受
け
、
国
の
Ｒ
監
獄
に
投
獄
。
獄
死
一
○
一
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回トマス・リー博士（□Ｈ・弓ロ・日ロのいの晋》日門の祠戸田の①）
如才がなく狗加掘れの強いヤング・ドン、そして「大層大きく
てでぶでぶの体質」（画くのこす巳ごロ日四・ｍｍ目三・【す。身》）、
そ
の
よ
う
な
人
物
が
ト
マ
ス
・
リ
ー
博
士
で
巡
察
者
た
ち
の
ナ
ン
バ
ー
・
ツーにかぞえられている。その堪え難い傲慢さに加えて同僚のひ
とりアブ・ライス博士が「太守面」（《の四ヰロロ－，８目斤のロ：８．）と
呼んだいわゆる古代。ヘルシアのサトラップに似た容貌は、すべて
の
入
会
に
Ｉ
彼
の
い
と
こ
で
巨
言
丘
の
主
教
雷
に
さ
え
も
ｌ
（釦）
無
礼
の
原
因
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ユ
ー
モ
ア
の
な
い
横
柄
な
田
力
で
冷
た
い
ぼ
う
だ
が
レ
イ
ト
ン
よ
り
は
鋭
敏
な
心
の
持
ち
主
で
あ
り
、
無
情
な
人
物
であったためにノーフォーク公（目彦・日囚の四．こぐ口ａニトヨー忌窟）
（皿）
やら目ロロ】の（駐英】日ロの１口］：〕ず四ｍｍ且。『）にｊＤ嫌われたという。
ところで、注目すべきことは、アメリカの一一一一口葉でいう堂、宙
四目冨厨の＆⑪》（「田舎者や田吾作」）とか、また別の一一一一口葉では、
「野蛮な田舎者」（ず囚『す胃ｃ５２国］どのＨの。□⑩》）というふうに知
られていたこれらのエリートたちを、リー博士の如きタイプのイ
ン
テ
リ
連
中
が
刺
激
す
る
と
こ
ろ
の
恐
怖
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
と
い
う
（犯）
国四⑪丙の三二のの指摘である。表〔Ⅱ１２〕に示したように、レイト
ンととｊＤにリーは、いわゆる恩寵の巡礼（勺一］ぬ１日四ｍのｏｍｏＨＨの．
］田①－望）をひき起こした暴徒どもにとってもまさしく猪の類
（忌局§ごｏとなった。
リーは、仕着せを着せた随行員に随行されてビロードのガウン
を着て現われたとき、修道鏡毛に大修道院の西門で行列をつく
って出迎えられることを期待し、持ち前の傲慢な態度で修道士ら
法
政
史
学
第
二
十
八
号
の罪状をあばく仕事に着手したのであり、あげくの果ては修道士
を脅かして互いに告発させるという方法を採った。そして、それ
がうまく成功しなかった場合には修道士どもが知られるべきはず（弧）
であった真実を妨げるために「共謀」したと報告したのである。
さらにリーは、法律の字句にこだわる法律尊重主義者であっ
た。このゆえに、悪く偏狭な人物とも解釈されているのであるが、
リーはわずかの斜酌しなく指令の遵守を修道士らに強要しただけ
でなく、あまりにも寛大過ぎるという理由から、レイトン博士を
（躯）
トラブルにおとしいれるようにも試承ているのである。リーはも
ちろん、任務中にひとかどの財産をつくったのであり、その行な
（妬）
いについての苦情は紗しいものがあった。実に、「このように通
常の業務を行なうためには永続的な特免が必要であることを余儀
なくさせ、それゆえに、修道院長や臣民が万能の総代理を永続的
に思い起こし続けることを余儀なくさせるように俄に修道院の規
律を遵守不可能なものへと引き締める計画を案出したのは、リー
だった」（岸ゴ囚の旧のぬげミロ。。①ぐ一ｍの□弓のご一口ロの口邑のロ］】８斤付茸の口
昏の日・目⑩胃曰の９℃一百の８目百℃・のの三］ごＣ【・すの①弓目Ｏの》庁宮の
命・『Ｑ□ぬロ８日ご目］ロ①の。。【＆、己のロの畳・ロの【。ｎ号のＣａ冒四ｑ
ＯｏｐＱｐＯ（。（口頭＆『のご臼ごＱのｏｐｎｏｐ感ロロ巴円のｎｐＨＲのｐＣの○ｍのロ己の国○門の
（師）
■己の弓）の、扇８ｓの昌一‐ロ・言のＲ旨一ぐ】８門‐ぬのロの日一・）ことを考えて
承
る
な
ら
ば
、
リ
ー
は
こ
の
方
面
に
お
け
る
相
当
の
実
力
者
で
あ
っ
た
と
想
像され、そしてまた、この特免を修道院長たちに付与することに
よる政府の収入こそが、当面は何よりも望まれたのであろう。
し
か
し
な
が
ら
、
反
面
、
リ
ー
博
士
は
そ
の
廉
直
さ
ゆ
え
に
大
法
官
○
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目ご日囚の鈩巨①］の］（］院、１忌仁）がクロムウェルに告げたような世
評（【Ｑ・・『すの日ロ・〔宮〔＆ｇｐのの昌言三日の①一【『一ｍ｝】（旨＆頭の『の貝一『
（犯）
ごＳの①×の、三・口。、三のＯ｝】囚【ぬの。〉）を保持していたようにＪも思
わ
れ
、
さ
ら
に
ま
た
リ
ー
は
、
著
名
な
修
道
士
の
た
め
に
十
分
な
年
金
を
保
証するようにも骨を折っているのである。例えば、Ｚ。『三六の
（羽）
ｎｏ穴のの、Ｃａ小修道院（シロの（旨ＣｐｐＣｐの）の院長がクロムウェルに（釦）
宛てた書簡の中で述べた一一一一口葉（〔⑤．《旨三日】の臼］］日『〔日の〔．ご）
（虹）
や、また同様に国四ロ】己叩亘『①の二三のう三の一一（□のロの＆三口の口目の）
女子大修道院長が述べた一一一一口葉（【Ｑ・己『．旧のＱ⑪］の日日ロ、口＆
（似）
の×、の一一のご〔ロロ巴三のの日四ごロ『○ｍ［巨叩ｐｐｑ○口『目○国ロ⑪（の『昌・〕）によ
っ
て
も
そ
の
こ
と
が
窺
知
さ
れ
、
一
概
に
リ
ー
を
冷
酷
な
修
近
院
の
破
壊
者
と
承
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
⑪ジョン・アブ・ライス博士（□【・］ｏ目シロ宛】８．『Ｕ１Ｃの）
（蛆）
アブ・ライス博士は、「リー博士の柔和版」（囚Ｂ－－Ｑ①『の。三・口
。〔□『・Ｐの晋）とされており、同僚の□『・因一一一の勺号のと混同さ
れてはならない。因三の勺国Ｃのの巡察はウェールズ内だけに及んだ
のであり、一緒に夫人を連れ歩いたことで不適当な代理者として
知
ら
れ
る
が
、
確
か
に
改
革
者
と
し
て
は
ま
ず
賢
明
な
行
為
だ
っ
た
と
は
い
えないように思われる。
（“）
アブ・ライスは、リァリストでしかも「修道者を毛嫌いした」
（Ｃ『の〕三一、＆四ｍ田口の〔岳の『の一垣。口の）人物とされ、よりよい成采
はなるべく多くの懐柔的な方法を採用することによって得られる
と考えた。そして、ぷずから「小さなずぶとさ、とりわけ告発に
（妬）
おいて」（（の日ロ］｝：８口口．①のロのＱロー旨ご口、ｎ口の囚［一○口．）としながら、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
「
小
」
修
道
院
解
散
に
つ
い
て
（
工
藤
）
三一一［⑪三『①のＥ８鳥女子大修道院（シこい口の［三目Ｏ目・ロの⑫の①の）
をライスが視察した際に、修道院とその居住者たちに大変手厚い
賛辞を払ったのであり、また、その学識に関してご婦人方をほめ
（妬）
ているのである。三の⑪芹の二・］丙の団巨この〔・㈲９日目ロの大修道
（灯）
院（函のロのｓ・【一コの目○二⑪）では、の［・巨乏『のロｏのが焼かれたとい
う
木
炭
を
ラ
イ
ス
は
信
じ
て
い
る
。
ま
た
ラ
イ
ス
は
、
明
ら
か
に
前
歴
に
臆
病
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
た
め
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
ラ
イ
ス
に
関
し
て
は
表
〔
Ⅱ
１
３
〕
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
生
残
年
を
（畑）
はじめとして、案外不明な占州が多い。
ライスは、巡察終了後は、解散修道院領をウェールズの因『①８口
に得てそこに腰を落ち着けて州の旧家の基礎を置き、見事な蔵書
を収集してメアリー女王（』の墨－勗留）に鋳造貨幣（Ｏ・旨四ｍの）に
関
す
る
著
書
を
献
呈
す
る
他
に
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
史
関
係
の
多
く
の
堅
実
な
著
作
を
著
わ
し
た
。
ラ
イ
ス
一
代
で
多
く
の
有
利な恩恵に浴したこともあってか、ライスの子孫であるｎ．一・口＆
勺１，のをしてひところの著名な勤王家とまでなさしめている。
目ジョン・ロンドン博士ｅ『・］・言ＰＣ＆：）
国巨、｝］＄はロンドンをナン．〈１．フォーとして扱い、「このひ
（⑬）
どい時代にあって最もひどい男のうちのひとり」だったとしてい
る。すなわち、言呉昌のゴ勺口『丙の『はロンドンを「例の太った不
潔な受禄僧」（雷［宮屋貝凹＆二三官①ワのｇｐｑ》）だったと一一一一口い、
近代作家の枢機卿の囚圏巨の〔は「修道院の略奪者全員の中で最も
（別）
恐るべき」（二の白・の庁庁のヨワーの。【四一一二〕の日・ロ囚のごＣの己。】］の円の〕）
人物として陳述し、□『・出目〔は「粗野で下劣」（《８日の①ロ己
○
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三の》）な男として述べているということをその論拠として挙げて
いるのである。
「
巡
察
の
期
間
中
に
、
自
己
の
機
会
を
利
用
し
て
修
道
女
ら
に
罪
を
犯
す
ように懇願したことは責められる」ｅ日旨碩昏のぐ】の言［】・ロ】この
●ずｐＨ、のＱ【ず四斤汀のロの①。ずぢ○℃己。『【ロロ】［『佇○の。］】、岸庁匡の口巨目の【。
（副）
言
）
１
つ
麦
ロ
ン
ド
ン
は
巡
察
期
間
中
に
あ
る
修
道
女
姉
妹
と
罪
を
犯
し
た
た
め
に
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
と
の
あ
い
だ
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
いたようであるが、表〔Ⅱ１４〕を見てもわかるように、この事
件はロンドンにとって、のちに運命を左右するほどの大きなマイ
ナスとなった。
またロンドンはイギリス国教会のいわば「中教会派」（←８口（日）
（卵）
、ゲロＲｎ盲目：『）としての信仰上の立場を保っていた。その内実
は
、
ド
イ
ツ
新
理
論
お
よ
び
そ
の
実
際
上
の
あ
ら
ゆ
る
影
響
の
強
力
な
反
対
者
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
彼
が
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
新
教
（厄８斤のの日呂の目）の鎮圧活動を以前から行なっていたという事
（開）
実からｊも推察され、なおその上、首長令にすらＪも反対であったよ
うであ鞭』後年になって、反動の六箇条法を実施するのに同様の
熱
意
を
示
す
が
、
一
方
で
は
迷
信
的
な
托
鉢
修
道
士
を
軽
蔑
し
、
偽
り
の
聖
遺物や信用をおとす記念碑の壊滅を享受したために古い意見をも
つ入念からさえも怒りを招く。結局、プロテスタントとカトリッ
クとの双方より悪い圧迫を被ることとなって、数年後にはウィン
ザーでの屈辱的な乗馬（団の烏のご言の主なマーケット・ダウンを
馬の尻に顔をあてがわされて連れ回された）という公的繊悔を強
い
ら
れ
－
切
の
地
位
と
名
誉
を
失
墜
し
て
国
の
円
監
獄
に
投
獄
さ
れ
、
そ
法
政
史
学
第
二
十
八
号
一○四
こで獄死い趨（一五四三年）。
ところで、「これらの話は、実際、一五一一一九年の六箇条法とし
て
知
ら
れ
る
抵
抗
に
屈
し
な
い
保
守
的
な
規
準
の
諸
条
項
を
彼
が
熱
心
に
強
要したために、その腹いせにホールの如き同時代の革新集団作家
な
い
し
は
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
と
彼
の
門
下
に
よ
っ
て
流
布
さ
れ
た
の
で
ある」（弓冨の①の８『】①のョの『の》ご菌９．ご巨圃す。貝耳８具の日己。『囚ｑ
ミユ【のＨ、。【＆①】ロロ○ぐ胃言いロ日ロ］房の因四一一○【す『』Ｃ宮口同◎民の
四口Ｑ三ｍ【○一】○ざの『の百一ｐＨのぐの□ぬの【。【この園の囚］三一岳言三Ｏほほの
①ロ【○月の旦昌の目。ご回○口の。｛牙の臼①豈四ａ８ｐの①『ぐ口【どの日の四ｍ目の
（記）
言○二口四⑪岳のシＯ［。、吾のの寓少＆◎］の⑫。［］塵①．）とロロの戸の。』二の
●
●
●
●
●
●
は反論し、「彼は全体から見て親切な人物であったし、今もこの
の
ち
に
も
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
ヘ
宛
て
た
彼
の
書
簡
は
、
彼
が
そ
の
基
本
財
産
を
没収するように権限を委任された者たちのために甚だ多くの同情
を示している」（国①冨四の○口吾のヨロ・］の囚宮口＆昌己円の。□囚呂三の
］の〔［のＨｍ８Ｑ・日急の］］す。晉口・ョ目旦一目の閂、す。ョ山岡の具旦の四一・ｍ
（訂）
の量目ロロ岳］【。【ｇｏ、の葛豈◎日豈のミロ⑩８日日】の⑩〕○口のロ［○ｓの①ロ。○弓・）
と指摘している。
巡察者のひとり目百・日口の国の昌一］は、「ロンドン博士は他の全部
の視察者以上に無知と迷信の改革を行なっております」（ｓｏ９日
ＦｏｐＱｏロケ囚の。。□の日。【のｍＣＨ昌の円の（。『目呉】○口○画函目。『ロロ８口ロ。
（犯）
のロロの『の斤旨Ｃ目［宮口＆一曰の。［宮の［ぐ】の岸◎同の．．）とクロムウェルに報
告
し
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン
が
本
物
だ
と
さ
れ
た
カ
イ
ン
の
顎
骨
を
は
じ
め
多くの聖遺物を信じなかったのは、確かにロンドンの名誉となっ
ているのである。その従順な性格さのゆえに、ロンドンは、国家
Hosei University Repository
が浄罪界とか巡礼とかあるいは信仰療法などのイメージを鎮圧し
始めつつあったとき、自分自身のなまぬるさを一掃せざるを得な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
㈱
そ
の
他
の
主
だ
っ
た
視
察
者
五、六番目に多く現われるのが□Ｈ・因の昌一］である。因の昌一］は
司祭であり、ｚの葛○二のｍのにおけるロンドン博士の同僚で、一
五一一一二年に枢密院の書記となり、一五一一一七年にロンドン市の助祭
長に就任していたときに、早くも死亡している。
国の昌一］は教養のある人物で危険な論争者・多元論者として知
（副）
ら
れ
、
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
も
少
し
も
っ
て
い
た
。
ま
た
、
最
も
追
従
的
な
人物でもあり、【目三ののによれば、因の身】］の書簡はほとんど例
（帥）
外なく虫が好かないものばかりだという。しかし、国の□］］］は
（Ⅲ）
句。言。口の小修道院（【の貝の国の二言目の目。昊耕）および
□・ぐの【の小修道院（の芹・言四『【三の》因目＆亘冒の日◎二のか）、それ（岡）
に丙四日の①昌大修道院（四目言函Ｑ・ロの三『①の国のロのｓａｐの日・二⑩）
（“）
を好意的に報止口しているのである。
己『・］・盲目『の、目看の二は、コーンウォール生まれの俗人で、
一五一一一五年に海事裁判所（ｎ．巨耳。【シ旦目『四一ｑ）の主要な裁判官
に就任し、メアリー女王統治下に。〈１ラメントのメンバーとして
（開）
大層寵愛を得、一五五三年にはナイト爵に叙せられている。
早の函・ロゴの］］は、欲張りでしかも新しい世の中に賛成している
のではあるが、視察者の中では他の影響を受けないいわゆる独立
の精神をもつ第一人者で、立派な修道院とゑなされる修道院の申
し
立
て
を
た
め
ら
い
な
く
弁
護
し
て
お
り
、
宗
教
面
に
お
い
て
は
保
守
的
な
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
「
小
」
修
道
院
解
散
に
つ
い
て
（
工
藤
）
思想の持ち主であった。アブ・ライスと同様に、ある修道院領を
（“）
得て、一家のもといを造っている。
他に、イングランド内の巡察者としては、目ヶ○日囚の印目昏冨の二
やＣＨ・勺の（『の、］Ｃ言四一ｍの『、それに、別途托鉢修道会の修道院
を巡察した頭ｏ冨己閂□ぬョ・『岳、□・ぐの【の属主教（、巨穿四ｍ目
国いき己）、ロ『・臣三四ａ団四の丙の。】一一①といった同修道会に従順な一一一
名の托鉢修道士がいた。この一一一名の者のうち両□：ａ国四の百三］一の
は、エリザベス治下Ｃ田中】ｓい）で至上権の宣誓を拒絶したた
め
に
、
ト
ラ
ブ
ル
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
一
方
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
い
て
は、前述の国］】の祠１０①とともに］・言く目、｝］目の活躍が確認さ
れる。さて、以上みてきたように、総勢およそ一○○名を数えるこれ
らの視察者は、レイトンやリー、ロンドンの諸博士らに非常に類
（町）
似したタイプの者たちで、ひとづかゑにして崇高な感情に乏しく、
かつ俗物的であったとはいえ、彼らを一群の残忍な迫害者および
通告者として糸なすのはミステークというべきである。というの
●
●
●
●
●
は、とくにこれらの活動的な数名のエージェントは、彼らと修道
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
院との関係は全く別として、独力で出世し、ゑずからの地位を築
いたオックスフォード大学かケンブリッジ大学出のふんながふん
なインテリだったのであり、要するに、大法官少且］の］や観呂
以
来
の
政
府
の
ニ
ー
ジ
ニ
ト
－
つ
震
り
、
へ
つ
ら
い
、
ど
う
に
で
も
曲
が
る
日
和
見
主
義
者
た
ち
１
以
上
に
よ
く
し
な
か
っ
た
し
、
童
た
悪
く
も
なかった。ただ、見解が物質的で、ヘンリーないしはクロムウェ
ルの恩恵を保持するためには、たとえ身内であろうと友人である
一○五
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うと敵であろうと、区別なくいつでも訴え、破滅させる用意がで
きていたのではあったが、しかし出世も金銭もかかわっていなか
っ
た
と
き
に
は
、
大
変
穏
健
で
柔
和
な
人
々
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
ロンドン博士を除いて、全員が繁栄の中にその生涯を終えたので
ある。〔完〕
（証
０
●
●
●
●
●
（１）》」の遅れについての原因は不明。しかし、順序として十
分
の
一
税
の
基
礎
を
準
備
す
る
た
め
の
調
査
委
員
に
は
っ
き
り
と
し
た
道
を
与
え
る
た
め
に
引
き
止
め
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
ク
ロ
ム
ゥ
ェ
ル
は
、
’
五
三
五
年
の
晩
春
は
、
カ
ル
ト
ジ
オ
修
道
会
の
審
問
お
よ
び
裁
判
、
そ
れ
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
と
モ
ア
の
裁
判
で
忙
殺
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
巡
察
開
始
の
合
図
を
与
え
る
に
至
る
ま
で
に
数
週
間
遅
れ
た
ら
し
い
。
○ｍ．□・【ご○ミーののご日ロの肉①］一四○口の○【Ｑの『のご因己ｍ－ｍｐＱ・
ぐ。］・閂戸Ｏ四日ワュュ、の□・で．》ご『】・ロ・図話．
（
２
）
羊
や
貯
蔵
品
、
つ
ま
り
、
最
小
限
の
困
難
で
正
金
に
換
え
ら
れ
る
資
本は、修道院の丘原（□・言ロの）や共同放牧地（ＤＣ日日目の）
か
ら
消
え
う
せ
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
土
地
は
、
長
期
間
契
約
の
重い上納金（国口の）で賃貸され、延金（で］ｇの）や宝石
（勺『のＱＣｐのｍ８ｐの⑪）は売却されるか、あるいは隠された。
、【・閂冨ロ．ごロ画①、．
（３）四・言口百口ａの三岳》因のｐご三国ロ且昏の肉の【○門目畳・Ｐ
三目目］一目》Ｐ・己。Ｐ］①三・℃．『、。
（４）Ｃ・【ロ◎言】①の》○℃・ロ（．ごく○一・自国・ロ・画二・
（５）四・二・の三二》・ロ・ａ【・》己・弓。
（６）シ・の．□－０斤のロの》弓豈の両ロ、一一畳用の【。『日日一目）、Ｓｏｎ穴①ロ
ロ。。【〃Ｚの三田ｃ『〆どの＠・ロ己・匡桿Ｉ屋画．
法
政
史
学
第
二
十
八
号
'■、′=、／■、
１８１７１６
Ｌノ、=ノ、.ノ
（狙）
（ｕ） ’■、／~、′■、１３１２１１
ﾐーノＬノＬノ
（、）
（９）
／■、
８
、.ノ
'－，
７
－ノ
の．国口の【の【ぐ】］｝の》ロロｍ一一めす》［○口【四四口旦（ずの①■ロ□円のの四○口
○ｍ（ずのシ目。ご囚の庁のユのの》Ｐｏｐ」○口》得の『いご・】画一・
目・ニニユ、茜〔・の口ｂｂＲのｍｍ－ｏｐｏｍＳの冨○ご囚の扇ユの⑩》ｎ回目Ｑのｐ
ｍｏＱのｑ・届孟・己・ＣＰＣｐｏ（の□ご国・言・の日】岳・
少・可・弓○一］四ａ》国のロ『『ぐ閂戸ＰＣｐｍＢｐｐの脅伊ｏｐＱＣ。》］霊の．
ご・、『○・
用．ご「・ロ員。Ｐ国】の【Ｃｑａ岳の０ケ■『Ｏ二。【向口、一四口。》①
ぐ○一の・とぐ○一・目・ロ，四四『・ａ、ロ園（言』ＤＥＣ庁の□す邑西・二・ｍ目芹戸
己・「の。
国・自・の日洋戸ｏｐＱ〔・・ご・『、・
の．因四の丙①Ｒゴ一一の》○℃・口（・》己．】画ｍ・
勺三一一つ四口”ずのｍ・弓］］の宛の開。『日日》○口ごロロｍ－ｍｐＱ》いく。｝の．ご
く○一・戸日彦の【ごぬげ勺『ｏｎの①ｓｐｍ印》国○三⑫陣０日［の『・
ＦｏｐＱｏｐ團樗①Ｊ＠℃・画、←
シ・の．□】ｎ戸のロの》日苣○日囚のＯＲＣ日葛⑪］一ロロユニの両ロ、一一のロ
閃＆。Ｈ日昌一ＣＰｐ二ｍ一一の声ご己ぐの『の三のの勺・）Ｆ○二□。。》］①『唾・
ロ・』四⑭・
国・向一一一⑰）○国胸冒四一伊の〔（の『の》Ｓ円のの印の回のの国巨ぐ。］の・・円。‐
ｐＱｏＰ岳屡－房念・『。］』戸②》ｚ・・Ｒｎ三（一五一一一九年
九月十六日）。口・ロ・【ロ。言一のの》目宮の肉、一一ｍ一○白の。ａの筋
旨同ロ、百口Ｑ）『○一・房戸つ・山②つ・
可・少・の囚の□■の計。。ご・、岸・・ご○一・戸シロロのｐｓＸぐ・ロ・田ｍ・
マ
タ
イ
伝
、
二
一
ｍ
一
以
下
参
照
。
国・因三の・○℃・ロ（・・「○一・目員山》ｚ○・月］〆〆×・ロロ。（のこす『Ｃ・
【ロ○三］の、》○℃・ロ〔・》ごＣ一・胃『》己．、『牌》口。〔の、．
し
か
し
な
が
ら
、
レ
イ
ト
ン
は
ま
た
、
カ
ン
タ
ベ
リ
１
で
火
事
が
起
こ
っ
た
と
き
に
は
ゑ
ず
か
ら
進
ん
で
行
動
を
と
る
な
ど
、
進
取
一
○
六
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'－，／■、
２５２４
Ｎ､ノ、.ノ
ノー、／■、〆■、
２８２７２６
、.ノ、_ノ、､ノ
（羽） '－，／■、′■、ﾌﾟﾛ、２２２１２０１９
、-ノ、-ノ～ノ、=ノ
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
「
小
」
修
道
院
解
散
に
つ
い
て
（
工
藤
）
の気性に富んでいた。
勺・国ロ、す①の》○℃．Ｑ〔・》ぐ○一・円》ロ・国望・
目．こくユ、写。○℃・ａ（。ごロ・】、『・ロロ。（の」冒国・言・の日一二・
□・【ロ○言］の⑪》○つ・ロ（・》二○一・国目・己・四二・
「
政
治
史
家
が
普
通
用
い
る
資
料
は
’
た
か
看
当
時
（
テ
ュ
ー
ダ
ー
王
朝
時
代
Ⅱ
引
用
者
註
）
の
人
々
か
ら
王
に
差
し
出
さ
れ
た
書
簡
は
と
く
に
ｌ
王
や
王
妃
腱
対
す
る
恐
れ
は
ば
か
っ
たお世辞に満ちている」（の．【・国８口》で○一量８－国璽。『冒
勺【ヨ。】□］の⑩ｍｐＱ勺３０斤旨＠国ロの｛ｎ国○○斥切・Ｚのミペ。『辰
】
召
Ｐ
丸
山
高
司
訳
『
政
治
史
と
は
何
か
』
昭
和
四
十
九
年
四
二頁）。
レイトンが元気のある書状を書きまくったとき、それら
が
来
た
る
べ
き
数
世
紀
以
内
に
修
道
士
た
ち
の
公
判
で
訴
訟
事
件
の
評
議
を
行
な
う
際
に
主
要
な
調
書
と
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
な
ど
と
は
、
彼
は
、
予
知
し
得
な
か
っ
た
。
だ
が
、
事
実
上
、
そ
れらは、おそらく調査結果書（○・日君『Ｂ）のそれ以上
に
、
歴
史
家
た
ち
の
潜
在
意
識
下
の
精
神
上
に
大
き
な
影
響
を
も
っ
て
お
り
、
疑
い
な
く
後
者
を
多
く
強
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
［
）
・
【ロ○三］の⑩）○℃・ロ〔・》「○一・国】》□・画己・）。
句・声・の四のロロの（》。□・ロ【・》『○一・房シ己己の口９頁ご》で。⑰①ロ・
目．ごく『荷面〔〕○℃・９（・）ロロ・ｍｍＩｍｍ》＠口○片①Ｑす『○・国囚⑫丙の『ぐ一二のご
己。】回ｍ・
司・シゲの四の＠口の〔》○つ・口（・》ぐ○一・国》シ己ロのロロ寓ご》己．、四・
の．国囚⑪丙のＨゴー］の》○℃・ロ〔・・己．］、ｍ・
目．ごくユ碩宜》○つ・ロ（・》つつ．『つＩ『国・□口。（のロヨの．国四の丙のゴーの．
実
は
大
学
の
学
生
監
た
ち
が
決
仏
し
て
な
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
、
彼
が
国
王
の
視
察
者
と
し
て
成
就
す
る
こ
と
が
できた。
／ﾛ、／■、／■、′■、'-，グー、'－，
４３４２４１４０３９３８３７
、_ノ、､ノ～ノミーノＬノ、－ノ、-ノ
（妬）
（妬） ／~、／■、３４３３
Ｌノ、－ノ
（犯） ／■、／■、〆■、３１３０２９
、､ノＬノミーノ
□・【ロ○蚕『］①の》○℃．ｇ〔・・ぐ。一・国目》ロ・画『四・
の・団、の丙のＨユ一一の》○℃・Ｑ（・・己。』国⑤。
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
公
は
、
あ
る
場
合
に
は
リ
ー
を
「
邪
悪
な
男
」
（《ご亘○口の日目．）として描写した。
ｏ・国四の丙の『ぐ三の》○℃。、笄・〕己．】、つ・
リーはケンブリッジ大学【旨蝿の○○一一の胸のの他に、姉妹
校であるイートン校（”○口Ｏ二の函の）にも学んだようで
ある。
の（囚（ので四℃の【⑪》】※》＠ｍｍＩ⑦四ＰｐＥＣ庁のＱ】ロ｝｛・二目・の。］岸す．
リ
ー
は
不
道
徳
な
修
道
士
を
告
発
し
た
の
糸
た
ら
ず
、
自
分
が
修
道
女
た
ち
に
行
な
っ
た
不
潔
な
提
言
に
つ
い
て
も
有
名
だ
っ
た
（Ｚ一のぎ○一四のの囚ｐＱｑの》目ロ①シロ、一一Ｏ四口のＣどの日》（『ロロの一胃のＱ
すごい９菖の乳団巨日の陣○四〔の⑫》］⑫。・己．届ＰＣ口。〔の」旨四・
二戸の門口笄す．）◎
弓．ごく己、亘・○句・口〔．、己．ｍ『》ロロ。【の二ヶ『国．三・ｍ目】〔戸
己・『『》の．国四の丙の『ぐ一一一の》○つ．＆〔・・や］四ｏ・
リ
ー
は
、
修
道
院
の
視
察
者
と
し
て
悪
名
を
残
し
た
。
リ
ー
自
身の略奪する分担は、○ニョワの【一四己の○四一Ｑの『シトー
派修道院と巨○烏の三『①のＺ。⑭三一小修道院だった（勺・
国ロぬげのの）○℃・ａ（・・ご○一・円・ロロ・国窒ｌ隈、．）。
勺・国巨ぬずのの》○己・ロ〔．ごく○一・円）己・画置・
の．国凹の丙のＲａ一一の》○℃．Ｑ〔．。ｂ・局の・
句・“し・の四のロロの【・ｏＰＱ［・・ぐ○一・戸シ己己のロ昌〆ぐ〉□・訳Ｐ
ｏ・国囚の屍肖ぐ一一一の》○℃・ロ〔．。□・』、＠．
句・少・の、のロロの〔・一同・ロ〔・）く○一房シ己ロのロｓ×『》ロ・ロ①四・
の．国囚の丙の円く】］一⑪○℃・ロ〔・》己．］、の．
】ず】。・・ロ・］い、。
一○七
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’■、′■、
４５４４
、.'、.'
′■、′■、′■、
４８４７４６
、.ノ、.'、ソ
グー、’■、
５０４９
、.'、.'
（副） 法政
史
学
第
二
十
八
号
□・【口。君一のの。。□．ｇ【．つく。］・閂戸己．、国・
同．シ・の回のｐ巨の（ロ西①己『『ご冨閂凹皀９ｓの固口碩一】のぎ三．口凹の〔‐
①円尉の。円くｏ一・・国の一一やご○の。ご・ぬ四つロロ◎芹のユョ国・三・の日】ｓ，
われわれは、ライス自身の書簡から、これは本当であっ
たと推断してよいだろう。
の。国囚の丙の『『豈の。。ｂ・凰庁．。□・】四ｍ・
匂．シ・の囚のロロの〔》◎ロ。ｎ房．》ご○一・房シ◎□のロ昌〆ぐ》ロ・ｍＰｍ・
ライスは、いわゆる盟『国巨ぬぎ向く凹口のの。〈トロンとし
て文学史上に登場するが、これは間違いであり、このと
きすでにライスは死亡していたと思われる。
勺・因巨、ロ①の》◎己・ロ｛。ごくｓ・閂・ロ・画のｍ・
句・少・のロのロロの【・国のロ『】ぐ臣閂ｍｐＱ岳①同ロ、一筋す二○日囚の‐
局ユの⑩》円く◎一．ごロ・】のい》、ロ◎庁のＱご国・夛曰・の日】斤豈・
例のロンドン博士がｚの葛○．二の、①財産の油断のない行
政官だったというのは、一五三八年二月一一十一日付でク
ロムウェルヘ宛てられた彼の書簡によって示されてい
る。その部分を抜粋すると、「私の○・二①、①がｎｏ］の目①
（ぐこ厨）で所有しておりますような隷農（国。且日の目）
を庇って解放するようにとの貴官の手紙におこたえいた
しますと、土地か隷農かのいずれかを疎んじますことは
○．】一のｍのの規則に違反いたします」（Ｆ①＃の『の俸勺眉の『の
。【国①ロ『『ごニ】つく○一・門閂員Ｃ）・ｚｏ・山国』》Ｃ色。［の。旨の．
国囚の寄『ぐ】］］の．）ということであった。しかし、この種の
ことを近代自由主義とか革新主義的な諸傾向と結びつけ
て考えることは誤りであって、これはむしろ逆に、ロン
ドンの隷農に対する思いやりから発したものと考えられ
ｒ《シワ◎
句・■口晒すの⑩》。ご・、岸．ごくＣ］・閂》己．、、、．
（記）
（弱）
（皿）
（弱）′■、'■、５７５６
魚.ノヒーノ
′■、〆■、〆■、
６０５９５８
、二、.'、.ノ ロンドンが信仰していた宗教は、しきたり通りに保守的
なものだったのであり、□①の日耳①のによれば、おそらく
それは彼の王のもので、かつまた乳母のものだったとい
う。また、一五四三年におけるウィンザーの異端起訴では一一一
人のプロテスタントが焼き殺されたのであるが、この事
件も主にロンドンが関係していた。
クロムウエルはこのことを知っていた。だが、ロンドン
が大変へつらう人物であるということと学長であるとい
うことが彼を救ったようである。
Ｏ（・］＆己同◎浜の。シＲの四三三．目目①ロ［の》、『。｝の。》Ｃ囚［］の『》の
＆量。Ｐの①の｝の①．芦震】．ご◎一・ぐ・己・眉】８．》］，の〔ｑｂ①．
円き日囚の○『目目の『》画く。］の．）ｏ一四円のｐＱｏｐ勺『①のの。届き．ご◎］・
閂やご勺・四ｍのやい『、。
ｏ・国四⑰穴ロゴ】一一⑪○℃。Ｃ芹。ご己．】画『・
弓箆・印目・・三『侭亘》。ご・９斤．》ロ・巴⑭．傍点は引用者。
いずれにせよ、レイトソよりはよい人物だったようであ
る。書簡の一例（抜粋）を紹介するならば、「ｚ◎耳冨日官：
近傍のＣの旨卑の女子大修道院の院長は王のためによ
く働きましたかなりの年齢のご婦人でございます．…・・彼
女らの年金のために、彼女とその貧しい修道女らにとり
まして慈悲深きご主人であられますように」というふう
に、修道女らに十分な年金の支給を批准するよう仁とク
ロムウエルに懇願している（。・団四の丙のＨ三一①。◎ロ。、岸・》弓・
惇国司』、、。）。
○・ｍｍの丙の【ぐ崔の》○℃・口【・・己．】四『・
目・ヨ「１ｍ亘》。ご・ｇ［・》弓・さ‐卜Ｐ＠口。【＆冒国・富・の三号・
□・閉口◎ゴー①、》○℃・の】【・》ごｏ一・円戸己・いべ』・己◎局】．
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～ノ本稿日および口は、卒業論文の第二章第一、一一、三節を改
稿したものである。未完ではあるが、一応、与えられた紙幅
が尽きたので、後半の発表についてはまたの機会を期したい。
成稿にあたり、ご指導．ご助言を賜わりました竹内直良先
生に謹んで謝意を表します。
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句．シ・の囚のｃ臣の【》○℃．Ｏ芹・》ご○一・国・シロロのロｓ×ご》己。、の図・
○【・閂ワ区・）ごロ。、、】。、←Ｐ
閂ワ】。・・己・ｍｍｃ・
目．ごく『侭耳》。ご・９（・・ごロ。、Ｐ①のごＣロ。（の＠ヨエ・三・ｍ目】言・
の。因囚の丙の『ａ一一の。。□。ｇ【。ごロ・』四＠．
○ｍ・少・Ｐ・肉○ョの①．目色。。『○．『宮君ロ一一・旧ｏｐｑｏＰごと・ロロ・
扇『Ｉ乞い》□・【ロ○頭二のの》◎己。Ｑ［．ごく。］・門戸己．、『⑭．
ｏ・団口の丙円ぐ三①）。□．ｇ〔。。己・得国、。
（一九七五・一二・八、提出）
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